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防災アンケート２０２５報告書 	

はじめに		

　本アンケートは、前回から５年が経過したことを受け、会員の皆様における
防災対策の現状を把握することで、今後の町内会活動に活かすことを目的とし
て実施しました。つきましては、ご協力いただきました会員皆様に心より感謝

申し上げます。	
２０２５年１０月１６日	

１　家庭用消火器の整備状況		

整備済み	

（48%）	

整備して
いません	

（52%）	

前回からの推移	

年度	
項目	

「整備済み」	

2020年	 47%	

2025年	 48%	

２　家具の転倒防止対策	

実施している	

（65%）	

実施していない	

（33%）	

未回答	

（2%）	 前回からの推移	

年度	
項目	

「実施している」	

2020年	 63%	

2025年	 65%	

３　感震ブレーカーの設置状況 	

１／３	

設置している	

（31%）	

バックアップ電源
が作動しなくなる
ため設置不可	

（3%）	

設置していない	

（63%）	

未回答	

（3%）	



４　避難施設（避難所）の認知度	

２／３	

５　ペットとの避難状況	

６　水・食料の備蓄状況	

７　携帯トイレの準備状況	

知っている	

（91%）	

知らない	
（8%）	

未回答	

（1%）	

未回答	

（1%）	

ペットはいない	

（75%）	

避難所に同行する（8%）	

動物病院等に預ける（1%）	

ペットと車中で避難する（3%）	

ペットと在宅避難する（10%）	

ペットは自宅に残す（2%）	

前回からの推移	

年度	

項目	
「備蓄している」	

水	 食料	

2020年	 71%	 70%	

2025年	 84%	

約３日分	

（51%）	

約１週間分	

（23%）	

１週間分以上	

（10%）	

備蓄なし	

（16%）	

未回答	

（14%）	

準備している

（54%）	
準備していない	

（32%）	



８　避難持出袋の準備状況	

３／３	

９　家族との連絡体制	

１０　ハザードマップ作成に係る事業計画の認知度 	

まとめ 	

未回答	

（15%）	

準備している

（47%）	
準備していない	

（38%）	

未回答	

（12%）	
決めている

（22%）	

決めていない	

（57%）	

一人住まい

（9%）	

前回からの推移	

年度	
項目	

「決めている」	

2020年	 53%	

2025年	 22%	

未回答	

（12%）	
知っている

（23%）	

知っているが内容
はよくわからない	

（27%）	

知らない

（38%）	

　本アンケートの結果から、皆様の防災意識が年々高まり、家具の転倒防止や
非常持出袋の準備など、具体的な対策が着実に進んでいることが分かりました。
一方で、家庭用消火器の整備や感震ブレーカーの設置については、今後、更に

取り組みを強化すべき課題も見えてきました。	
　つきましては、町内会では、今回の結果を今後における防災活動の資とし、

引き続き「安全で安心な街づくり」を推進してまいります。 
　この度は、会員皆様のご協力に改めて感謝申し上げます。	


